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北海道の廃棄物処理計画北海道の廃棄物処理計画北海道の廃棄物処理計画北海道の廃棄物処理計画

■各主体の役割

北海道らしい循環型社会の形成に向け、「廃棄物の適正な管理」、「協働による取組」、「透明性の

確保」という基本的な考えをもとに、道民、事業者、市町村（一部事務組合及び広域連合を含む）の

各主体がそれぞれの役割を果たすことにより、処理計画の目標の達成を目指す。

＜道＞

・「ごみ処理の広域化計画」の広域ブロックを活用するなどし、各地域の特性に応じた地域循環圏の形

成や、効率的かつ効果的なごみ処理体制の構築を推進するとともに、市町村間の調整、円滑な施設の

整備に向けた情報提供や技術的支援を行う。

＜市町村＞

・一般廃棄物処理施設の整備は、広域的な視野に立った効率的かつ効果的な処理施設の構築を目指すと

ともに、地球温暖化防止を意識し省エネルギー・創エネルギーによる温室効果ガスの低減を図る。

■一般廃棄物の処理に関する方針

＜ごみ処理の広域的な処理＞

・「排出抑制と資源化の推進」「全連続炉による焼却処理」「埋立量の抑制」等を基本方針として、ご

み処理の広域化を推進。

＜効率的なごみ処理事業の運営＞

・道は、効率的な事業実施の観点から、ＰＦＩ等の活用など民間活力の導入に関して、市町村に必要な

技術的助言を行う。

・市町村の施設整備に際して、広域化をはじめ、その地域にとって、より効率的な処理方式やエネルギ

ー利用が可能な施設等の整備が促進されるよう情報提供を行う。
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